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令和3年度文科省委託事業／高等専修学校の機能高度化推進事業

「学びのセーフティーネット機能充実強化」報告会
アンケートで高等専修実態明らかに

　令和3年度文部科学省委託事業・専修学校に
よる地域産業中核的人材養成事業『学びのセー
フティーネット機能の充実強化』の「高等専修
学校の機能高度化推進に関する調査研究」「高
等専修学校と外部とのネットワーク化の推進」
の成果報告会が2月14日、東京・千代田区九段北
のアルカディア市ヶ谷で開かれ、コロナウイル
ス感染症対策としてオンラインと併用（ハイブ
リッド）で実施されました。
　開会あいさつで全国高等専修学校協会の清水
信一会長は『高等専修学校の実態に関するアン
ケート調査』の結果に触れ、大学入学資格付与
校の高等専修学校が大学入試において「出願の
拒否」「調査書の不受理」など高等学校と扱いが
異なる多数の実例を報告しました。その上で「中
学校への認知度向上とともに、大学関係者の理
解も重要なテーマになる」と呼びかけました。
　成果報告会の前半は「高等専修学校の機能高
度化に関する調査研究」について大岡学園高等
専修学校（兵庫県）が実施した「令和3年度高等

専修学校の実態に関するアンケート調査」のほ
か、北海道の北見商科高等専修学校と神奈川県
の岩谷学園高等専修学校の取り組みも紹介され
ました。
　大岡学園の実態に関するアンケートでは、イ
ンクルーシブ教育や新型コロナの対応など計
14項目を調査。全国高等専修学校協会会員182
校のうち89校が回答（回収率48.9％）しました。
回答のあった在籍1万4,391人のうち、「不登校」
は2,987人（20.7％）。各校で実施している不登
校生徒の改善策が報告されました。このほか、
「大学入試における格差問題に関する実態把握」
をはじめ、新設した3項目の回答を共有しまし
た。
　一方、北見商科は同校で取り組む習熟度別少
人数制学習やインクルーシブ教育、保護者との
密な連携により不登校の生徒が減少したことな
どを報告しました。地域連携委員会から「事務
的にではなく、中学校と連携を取り、実情を把握
した上で生徒を受け入れていることが不登校の

改善につながっている」
という意見があったこと
も紹介されました。また、
岩谷学園は県内の中学校
教員を対象とした高等専
修学校の認知度調査の結
果も発表しました。高等
専修学校は知っている
が、県の専各協会が実施
するイベントの認知度は
低く、「高等専修学校の情
報を知りたい」という回
答が72％だったことを
明らかにしました。
　後半は「高等専修学校
と外部とのネットワーク
化の推進」について3校
が報告しました。武蔵野
東高等専修学校（東京都）
は「発達障害など特別に
支援が必要な生徒の社会

自立のための進路指導及び卒業後の定着支援モ
デル事業」において、生徒の療育手帳並びに精
神障害者保健福祉手帳の取得率の低さを指摘し
ました。手帳の取得の有無によって進路指導の
選択肢に差があることのほか、教員の専門性や
研修の機会の必要性など今後の課題が示されま
した。
　また、豊野高等専修学校（長野県）は「高等専
修学校生が社会に定着するための教育現場の最
適化とＩＣＴ活用による学びの創出事業」、大
岡学園高等専修学校は「地方都市における地域
ネットワークを活用した高等専修学校版職業実
践モデルの構築」の成果について、地域の中学
校や企業等との連携などを発表しました。
　質疑応答のあと、文部科学省専修学校教育振
興室の佐々木俊治室長補佐が「各校が地域に必
要とされている高等専修学校を広く周知させる
ことが文科省に与えられた課題であり、『＃知る
専』で情報発信を進めるほか、教員研修の支援
も図っていきます」と講評を述べました。

（独）日本スポーツ振興センターの「災害共済給付制度」に全ての高等専修学校生徒が加入しましょう。
	 ◉低い掛金で厚い給付が行われます。◉学校の責任の有無にかかわらず、給付の対象となります。
【災害共済給付制度の特色】	 	◉学校の管理下で生じた負傷、食物による食中毒、熱中症やいわゆる突然死も給付の対象となります。
	 ◉全国高等専修学校体育大会に参加するには「災害共済給付制度」加入が必要条件です。

オンラインと併用で行われた成果報告会＝東京・千代田区九段北のアルカディア市ヶ谷で
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選手400人出場し熱戦展開
新型コロナ感染防止策も入念に

第31回全国高等専修学校体育大会

　「第31回全国高等専修学校体育大会」（全国高
等専修学校協会、ＮＰＯ高等専修教育支援協会
主催、全国高等専修学校協会体育振興委員会主
管、文部科学省、山梨県、富士吉田市、富士河口
湖町、公益社団法人東京都専修学校各種学校協
会、専門学校新聞社後援）が8月25、26の両日、
山梨県富士吉田市の富士北麓公園体育館をメ
イン会場に開かれました。
　この体育大会は、高等専修学校相互の交流と
スポーツを通して健全な精神の涵養、体力の向
上を図り、生徒指導の充実に貢献することを目
的としています。職業教育に取り組む高等専修
学校生にも、同年代の高校生と同様に、高校総
体のような“夢舞台”を与えようと平成3年、協会
や教職員、選手が一体となり、手作りの第1回大
会が開かれました。
　31回目となる今大会は、前回大会に続いて新
型コロナウイルス感染防止のためやむを得ず
規模を縮小しました。これに伴い参加選手の少
なかった女子バレーボール、同バスケットボー
ルなど5種目を中止したほか、日程の短縮など
の対策を講じました。さらに全国高等専修学校

協会体育振興委員会は大会実施に伴う「感染
症対策ガイドライン」を作成しました。出場校
に健康観察票の提出や競技を行う際の留意点
を徹底したほか、富士北麓公園の「感染拡大予
防ガイドライン」にも則り、開催中は定期的な
巡回や確認など、入念な感染防止策を行いまし
た。
　世界遺産の富士山が間近に迫る富士北麓公
園体育館で開かれた開会式には、来賓ならびに
大会役員、選手らが出席しました。まず主催者
を代表して全国高等専修学校協会の清水信一
会長が「今大会には全国から出場しています
が、参加できなかった学校や選手もいます。仲
間のためにも三密、熱中症、怪我にも注意を図
り、競技にベストを尽くすとともに、良い思い
出を持ち帰ってください」とあいさつしまし
た。次に来賓を代表して、文部科学省総合教育
政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室の
船木茂人専門官が「スポーツには、健康増進、
相手を尊重する精神の涵養、人間関係の形成な
ど、生涯にわたる豊かな生活を実現するための
基礎となる側面があります。ともに汗を流した

仲間や応援してくれた家族、指導された先生へ
の感謝を忘れず、日頃の練習の成果を存分に発
揮されることを期待しています」と岡貴子室長
の祝辞を代読しました。
　続いて自由民主党の赤池誠章参議院議員か
らの「感染対策に十分注意し、練習の成果を存
分に発揮して怪我のない安全な大会になるこ
とを祈念します」というメッセージが読み上げ
られました。
　これらに応えて、細谷高等専修学校（茨城県）
の満所神騎、国際共立学園高等専修学校（東京
都）の新井沙弥香の両選手が「オリンピック、パ
ラリンピックに負けない熱い大会にするため
全力でプレーする」と力強く選手宣誓を行いま
した。
　今大会には茨城、東京、神奈川、愛知、大阪、兵
庫から14校426人の選手が出場しました。軟式
野球、バレーボール、陸上競技、自転車競技など
10競技で園内の野球場や陸上競技場を舞台に
熱戦が繰り広げられました。
　競技の結果、大和商業高等専修学校（神奈川
県）が軟式野球、男子バレーボール、同卓球団

開会式であいさつする（左上
から時計回りに）全国高等専
修学校協会・清水信一会長、
ＮＰＯ高等専修教育支援協
会・堀居英治理事長、文部
科学省総合教育政策局生
涯学習推進課専修学校教
育振興室・船木茂人専門官
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体、同陸上競技4×100メートルリレー、フット
サル、男女バドミントンの7種目で優勝しまし
た。また、武蔵野東高等専修学校（東京都）がス
ポーツウエルネス吹矢団体、男子駅伝競走の2
種目を制覇しました。このほか町田調理師専門
学校高等課程（同）が男子バスケットボール、大
竹高等専修学校（同）が男子自転車競技団体を
制しそれぞれ有終の美を飾りました。

▽茨城県	 東海学院高等専修学校
	 細谷高等専修学校

▽東京都	 大竹高等専修学校
	 芸術工芸高等専修学校
	 国際共立学園高等専修学校
	 東放学園高等専修学校
	 町田調理師専門学校高等課程
	 武蔵野東高等専修学校

▽神奈川県	 大和商業高等専修学校
	 生蘭高等専修学校

▽長野県	 豊野高等専修学校

▽愛知県	 豊橋情報ビジネス専門学校高等課程

▽大阪府	 東朋高等専修学校

▽兵庫県	 大岡学園高等専修学校

大会出場校

第31回大会競技別成績結果（団体の部）

第30回大会競技別成績結果（個人の部）

競技 優勝 準優勝 第３位

軟式野球 大和商業高等専修学校 町田調理師専門学校高等課程

バレーボール 男子 大和商業高等専修学校 町田調理師専門学校高等課程

バスケットボール 男子 町田調理師専門学校高等課程 大和商業高等専修学校

卓球 男子 大和商業高等専修学校 武蔵野東高等専修学校 大岡学園高等専修学校

陸上競技 400mリレー男子 大和商業高等専修学校 細谷高等専修学校 大竹高等専修学校

フットサル 大和商業高等専修学校 国際共立学園高等専修学校

自転車競技 男子 大竹高等専修学校 大和商業高等専修学校

バドミントン
男子 大和商業高等専修学校 豊橋情報ビジネス専門学校高等課程

女子 大和商業高等専修学校 大竹高等専修学校

スポーツウエルネス吹矢 武蔵野東高等専修学校 東海学院高等専修学校 大和商業高等専修学校

駅伝競走 男子 武蔵野東高等専修学校 細谷高等専修学校

競技・種目 優勝 準優勝 第３位

卓球
男子 中里勇士郎（大和商業）曽爾歩（武蔵野東） 礒野功悠（町田調理）

藤井琥太郎（大和商業）

女子 持丸妃蘭（町田調理） 森田彩音（東放学園） 田中梨那（東朋）
市川莉沙（町田調理）

陸上競技

100ｍ男子 満所神騎（細谷） 細田悠貴（大竹） 曾田叶門（大和商業）

100ｍ女子 井上早紀（大和商業） 東千優（東朋） 髙田愛花（大和商業）

400ｍ男子 松永舜矢（細谷） 野﨑逸斗（大竹） 柏木星児（細谷）

400ｍ女子 東千優（東朋） 髙田愛花（大和商業）

800ｍ男子 川村昂大（武蔵野東） 藤原成陽（武蔵野東） 小田樹音（大竹）

800ｍ女子 野間遥（武蔵野東） 後藤菜月（大竹）

1500ｍ男子 池田光輝（東朋） 川上波海斗（細谷） 賀川空（細谷）

1500ｍ女子 中村美音（大竹） 一番ヶ瀬桜（武蔵野東）

走り幅跳び男子 會田叶門（大和商業） 越川颯来（大竹） 遠藤雅義（大和商業）

走り幅跳び女子 井上早紀（大和商業） 庭山優希（大竹） 中村美音（大竹）

砲丸投げ男子 吉野麟（大和商業） 細田悠貴（大竹） 柏木星児（細谷）

砲丸投げ女子 後藤菜月（大竹） 庭山優希（大竹） 中村美音（大竹）

自転車競技
男子 細田悠貴（大竹） 渡邊真之介（芸術工芸）野﨑逸斗（大竹）

女子 庭山優希（大竹） 中村美音（大竹） 一番ヶ瀬桜（武蔵野東）

バドミントン
男子 池田駿（大和商業） 松土慶太（大和商業） 曽我悠太（大竹）

鈴木澄（大竹）

女子 斎藤明衣（大竹） 鈴木雛乃（大竹） 菊池蒼依（大竹）
松下紗妃（大和商業）

スポーツウエルネス吹矢 ポムサンタシワコン（東海）吉野翔大（武蔵野東） 鈴木シェルヒコ（芸術工芸）
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県　名 運営費補助 設備費
補　助

生徒へ
の助成

授業料
軽減

本会
会員校数

R3高等課程
生徒数

R3高等学校
運営費補助＠…生徒一人あたり

☆ 北海道 学校法人立指定校・技能連携校 @65,575 円 1 4 855 355,336
その他学校法人立 @41,438 円

☆ 青　森 学校法人立（生徒数が収容定員の 3 分の 1 以上等） @29,701 円 ○ 1 192 345,527
非学校法人立（生徒数が収容定員の 3 分の 1 以上等） @13,432 円

岩　手 学校法人立 @35,960 円 ○ 1 3 109 341,598
☆ 宮　城 その他学校法人立 @21,461 円 1 226 345,178

秋　田 150 367,954
☆ 山　形 学校法人立指定校・技能連携校 @78,157 円 ○ 1 2 25 379,044

学法立以外 @11,803 円
私立高等学校等特別支援教育事業補助金
　高等課程（特別支援教育支援員の配置） 1 校 1,800,000 円

☆ 福　島 学校法人立指定校 @50,000 円 1 7 855 375,166
その他学校法人立 @25,000 円
非学校法人立指定校 @16,600 円
その他非学校法人立 @ 8,300 円

茨　城 学校法人立 @75,000 円 1 2 548 368,334
栃　木 学校法人立 1 校 1,464,200 円 523 344,900
群　馬 学校法人立 @20,040 円 ○ 1 3 310 345,757

☆ 埼　玉 学校法人立 @82,730 円 ○ 1 2 737 311,070
☆ 千　葉 学校法人立 @185,665 円 ○ 1 5 759 371,329

東　京 学校法人立 @162,200 円 ○ ○ 1 19 2,771 407,698
非学校法人立 @54,000 円
私立専修学校特別支援教育事業費補助金（１） @776,000 円

神奈川 学校法人立 @183,960 円 ○ 1 9 1,602 338,173
非学校法人立 @23,500 円

新　潟 学校法人立 @21,900 円 ○ 154 348,770
富　山 ○ ○ 135 345,060
石　川 学校法人立非指定校 @27,100 円 34 382,186
福　井 学校法人立指定校 @45,000 円 ○ 1 2 50 334,572
山　梨 学校法人立（県内生） 1 校 50 万円と @ 4,000 円 66 357,960

学校法人立（県外生） 1 校 50 万円と @ 2,000 円
長　野 学校法人立（３年制一般補助） @46,440 円 ○ 1 1 278 346,360

学校法人立（３年制特別補助として加算） @45,000 円
☆ 岐　阜 学校法人立 　@63,744 円 ○ 1 5 595 366,531
☆ 静　岡 学校法人立 @96,020 円 ○ ○ 1 11 1,338 384,429
☆ 愛　知 学校法人立 @143,330 円 ○ ○ 1 27 7,452 345,069

学法立・その他法人　外部から追加で人材配置 1 校 1,000,000 円
三　重 学校法人立指定校 1 校 15 万円と @20,180 円 ○ 1 887 349,348

学校法人立非指定校 @15,740 円
☆ 滋　賀 学校法人立技能連携校 @84,000 円 1 59 339,000

京　都 学校法人立専修学校及び各種学校総額 60,000 千 円 ○ 1 303 330,401
☆ 大　阪 学校法人立 @319,050 円 ○ 1 23 4,592 319,050
☆ 兵　庫 学校法人立（大学入学資格付与校） @146,515 円 ○ 1 20 1,509 359,806

学校法人立（非指定校等） @9,992 円
非学校法人立（非指定校等） @7,358 円
大学入学資格付与（特色推進事業補助） 345 万 円

奈　良 学法立（3 年制以上）　　1 法人 120 万と @35,500 円 ○ 1 4 101 356,000
和歌山 学校法人立（大学入学資格付与校） @30,000 円 59 341,710
鳥　取 県内全専修学校（15 校） 総額　1,909 万 5 千 円 ○ 1 6 252 466,294

学法立高等課程・技能教育施設 3 校 総額  6,100 万 円
☆ 島　根 学校法人立指定校 @109,164 円 ○ ○ 1 140 344,829

学校法人立非指定校 @18,757 円
岡　山 ○ ○ 2 165 335,217
広　島 学校法人立（3 年制） @36,000 円 1 5 773 371,933

☆ 山　口 学校法人立指定校 @82,000 円 1 1 340 350,500
☆ 徳　島 学校法人率指定校（新規） @100,000 円 ○ 1 1 190 368,255

香　川 ○ 146 356,528
愛　媛 ○ 182 344,829
高　知 学校法人立 @21,160 円 1 3 367,711
福　岡 学校法人立指定校 @22,500 円 ○ 1 4 1,961 371,489

☆ 佐　賀 学校法人立（大学入学資格付与、不登校経験や発達障
がい及びその疑いのある生徒、全日制中退者等の受け
入れを行っていると対外的に明示している）

@299,234 円 ○ ○ 1 3 710 383,277

長　崎 247 366,143
熊　本 学校法人立指定校 @15,000 円 ○ 1 4 572 349,007
大　分 学校割 1 校 250,000 円 257 344,811

☆ 宮　崎 学校割（学校法人立） 総額　 911 万 4 千 円 ○ 1 3 555 345,594
学校法人立指定校　全日制 @284,700 円
　　　同　　　　　通信制 @62,000 円

鹿児島 学校法人立専修学校運営費全体 総額　3,322 万 1 千 円 2 12 354,708
沖　縄 大学入学資格付与校 総額　1,134 万 円 1 2 298 346,509

（１）交付年度 5月 1日現在障害児が在籍。 32　　　R3会員校数 R3生徒数 R3高校補助金平均
（☆印は前年度比単価等が増額した都道府県） 184 34,077 356,829

令和 3年度  高等専修学校への都道府県の助成状況


